
R5基礎研修会③

「環境づくり」

主催：教育研究部

扱い：小学部 伊藤

※ 個人情報保護の観点から、掲載写真の一部見づらい点がございます。ご容赦ください。



00. 用語の定義

「基礎的環境整備」

〇 障害のある子どもに対する支援について、法令に基づき又は財政措

置等により、例えば、国は全国規模で、都道府県は各都道府県内で、

市町村は各市町村内で、それぞれ行う教育環境の整備のこと。

＊ 国立特別支援教育総合研究所 発達障害教育推進センターより 引用



00. 用語の定義
「構造化」

〇 何かの活動を行う前に、その活動を行いやすくするために環境を整える

ことです。主に自閉症スペクトラムの子どもやその家族の支援を目的とし

て米国で開発された、生涯支援プログラム「TEACCHプログラム」で用い

られている手法です。

① 物理的構造化（環境の構造化）

② 時間の構造化（スケジュール）

③ 活動の構造化（アクティビティシステム）

その場が何をする場か明確にする

次に何をするのかを分かりやすく伝える

何を、どのくらい、どのように行えば
よいかを分かりやすくする

＊ 内田洋行教育総合研究所 HPより 引用



00. 用語の定義
「環境づくり」

〇 授業づくりを行う上

で、児童生徒が主体的に

活動するための支援環境

を整備する四つの視点。

〇 大きく、「物理的支援

環境」と「人的支援環境」

に大別される。
＊ 広島市立広島特別支援学校 平成３０年度 研究紀要３５号を元に作成



01. 本研修の目的

〇 授業づくりの視点「環境づくり」について理解を深める。

〇 他学級の実践を通して学び、自身の指導・支援の幅を拡げる。



0２. 物理的支援環境整備について

① 教材、教具、支援ツールの効果的な配置

A 動線の整理

B 配置位置、間隔

どこに置くか



① 教材、教具、支援ツールの効果的な配置

小学部

単一学級

〇 動線を考慮した
「荷物かご」の配置

〇 “どこに”“何を”を示す
イラストカードの設置



① 教材、教具、支援ツールの効果的な配置

小学部

単一学級

〇 動線を考慮した
「荷物かご」の配置

〇 “どこに”“何を”を示す
イラストカードの設置



① 教材、教具、支援ツールの効果的な配置

高等部

職業コース

〇 物の配置を固定

〇 名前や名称カードの設置

〇 “整然と”配置されている



① 教材、教具、支援ツールの効果的な配置

高等部

職業コース

〇 物の配置を固定

〇 名前や名称カードの設置

〇 “整然と”配置されている



① 教材、教具、支援ツールの効果的な配置

高等部

職業コース

〇 前方は刺激を少なく



① 教材、教具、支援ツールの効果的な配置

小学部

単一学級

〇 足形で“並ぶ位置”を示す

〇 番号で“順番”を示す

〇 児童の実態に合わせて
足置き台を設置



0２. 物理的支援環境整備について

② 児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツールの活用

A 理解を助ける

B 動きを引き出す

C 活動の終わりの明示

何をどのように
用いるか



中学部

単一学級

〇 “発語のない児童”への
コミュニケーションボード

〇 ドロップトークの活用

② 児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツールの活用



小学部

単一学級

② 児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツールの活用

〇 児童に合わせた「カード」の
活用（写真・イラスト）

〇 用途に合わせたカードの使い
方（教室に掲示？手持ち？）



小学部

単一学級

② 児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツールの活用

〇 児童に合わせた「カード」の
活用（写真・イラスト）

〇 用途に合わせたカードの使い
方（教室に掲示？手持ち？）



小学部

単一学級

〇 活動の“手順”をタブレット
端末や映像を用いて提示する

〇 自分で“やり方”を確認
できる

② 児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツールの活用



小学部

単一学級

〇 活動の“手順”をタブレット
端末や映像を用いて提示する

〇 自分で“やり方”を確認
できる

② 児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツールの活用



全学部

〇 活動の“終わり”が見ても
聞いても分かる

② 児童生徒の発達段階や障害特性に合った支援ツールの活用

↑：（株）ドリームブロッサム
→：（C)LITALICO



0３. 人的支援環境整備について

③ 教師の役割

A MTとSTの役割、連携

B 立ち位置、動線

C 効果的な支援の仕方



小学部

単一学級

〇 MTとSTの役割分担

〇 MTに注目できる環境

③ 教師の役割



小学部

単一学級

〇 児童生徒の始点と終点に立つ

〇 児童生徒が“自分で”行動
するための配置の付き方

③ 教師の役割



小学部

重複学級

〇 関節を支持し、前腕や手指の
動きを“引き出す”

〇 児童生徒の動きを“待つ”

③ 教師の役割



0３. 人的支援環境整備について

④ 児童生徒の役割

A 活動のモデル

B 係の役割

C 位置、動線

D ペア・グループ活動



小学部

単一学級

〇 前に出て活動のモデルを示す

④ 児童生徒の役割



小学部

単一学級

〇 “司会”として朝の会の進行
を行う

〇 児童同士で“物の受け渡し”
などのやりとりをする

④ 児童生徒の役割



小学部

単一学級

〇 ふれあい遊びを通して
友達との適切な
かかわり方を身に付ける

〇 児童生徒同士が対面で
やりとりをする

④ 児童生徒の役割



中学部

単一学級

〇 ふれあい遊びを通して
適切なかかわり方や間隔を
身に付ける

〇 児童生徒同士が対面で
やりとりをする

④ 児童生徒の役割



小学部

単一学級

〇 児童生徒の実態を考慮した
ペアでの活動場面を設定する

④ 児童生徒の役割



0４. まとめ

「人的・物的環境整備」を元に、

御自身の学級・指導・支援を振り返ってみましょう。

「よし、やろう！」と児童生徒が感じられるような環境づくりを！


